
 

「時の試練」が続きます。教科書を使って予習しよう！
齊藤　　寛　

　予習は、上記の内容だけで充分です。また、これだけのことができれば、学校が
再開した後も、スムーズに学習に入ることができますし、言語能力の幹の部分がか
なり強化されます。保護者の皆様のご理解とご協力をお願いします。
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時の試練（自分で時間をコントロールできるかどう

か？）が続きます。学校から配布される宿題は、これま

での復習が中心です。しかし、皆さんの時間は、刻々と

過ぎ去っています。そこで、児童の皆さんには、教科書

を使って「予習」をして欲しいと思っています。

予習とは？

１ 教科書に出てくる「新しい言葉」や「意味がよく分から

ない言葉」に、前もって慣れ親しんでおくことです。

２ できるだけ「簡単で単純な方法」が長続きします。

たとえば、

【２、３年生の予習方法】

① 国語、算数、(理科)、(社会) の教科書を音読する。
※ 読めない字をチェックしておいて、後でお家の人に教えてもらう。

② 読めなかった字や意味が分からなかった言葉を、

ノートに書いて繰り返し練習する。

【４、５、６年生の予習方法】

① 国語、算数、理科、社会の教科書を音読する。
※ 読めない字をチェックしておいて、後でお家の人に教えてもらう。

② 読めなかった字や意味が分からなかった言葉を、

辞書で意味を調べてノートに書く。

③ 辞書で調べた言葉に、マーカーで線を引く。


